
子ども・子育て支援事業

　国は、全ての子どもに良質な生育環境を保障し、子ども・子育て世帯を社会全体で保障することを目的と

した「子ども・子育て支援法」を制定し、平成 27 年４月１日から施行されています。町でも、昨年９月か

ら町子ども・子育て審議会（会長：梶野美国小学校長）の６回に及ぶ審議を経て、国の基本指針に即した５

年を１期とする「積丹町子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。

　町が今後進めていく、子ども・子育て施策の方向性や目標等を定めた同計画の概要について紹介します。

～育てよう　地域の力で～

基本理念

　子育てを支援していくためには、子どもの健やかな成長のために保護者や家庭が、安心して子どもを生み、

育てることのできる環境づくりが重要です。

　そのためには、保育サービスをはじめとする子育て支援の整備とともに、町が子育て支援サービスや健全育

成に向けた取組を総合的に推進する必要があります。

青い海と緑の大地で　子どもの笑顔が輝く町　積丹

基本目標１：子どもと子育て家庭が健やかにすごせるための支援と健康づくり

　すべての家庭が安心して子育てができるよう相談・情報提供体制の充実をはかり、子育て支援サポート

の環境整備を目指すとともに、子どもと子育て家庭の心身の健康づくりを推進します。

基本目標２：子どもと子育て家庭を支えあう地域づくり

　子育て家庭が抱える不安感・孤立感の解消のため、地域間のつながりを大切にできるよう、関係機関・

地域・家庭との連携の強化を目指します。

基本目標３：子どもと子育て家庭の成長を支える教育・保育の環境づくり

　子どもを安心して育てられるよう、教育・保育の質と教育力の向上を図るとともに、子育て家庭を取り

巻く環境整備を進め、子どもを事故等から守り、子どもの安全な遊び場の確保、地域の環境美化、防災等

に努め、良好な子育て環境づくりを目指します。

　また、学校教育の他、課外活動や社会活動への参加を通じて、親子が成長する環境づくりをめざします。

基本目標４：子育てと仕事を両立できる環境づくり

　父親をはじめ、近隣の親族、住民、事業所が、子育てを支援する意識を持ち、「※ 仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス」の実現を目指します。

　町では上記の基本理念に沿って、次の４つの基本目標を掲げ、多様な子育

て支援対策の実現に家庭や地域とともに取り組みます。

がスタートします！

～子育て家庭・健全育成へ積極的支援を～

※一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、社会的な責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、多様な生き

　方を選択・実現できる社会
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～子育て家庭・健全育成へ積極的支援を～

一時預かり事業及び開所時間の拡充

子ども ・子育て支援推進事業

利用者支援事業

　育児支援及び子育て家庭の経済的支援を目

的に、出生届出のあった家庭に対して、育児

健康グッズ・お祝い品等の贈呈やチャイルド

シート等育児関連用品の貸出を行います。

子育てスタート応援事業

　町立保育所を利用する保護者に対する経済

支援を目的に、保護者が支払うべき日用品・

文房具や、その他の教育・保育に必要な物品

に係る費用を助成します。

実費徴収に係る補足給付事業

　「積丹町地域子育て支援センター」及び「住

民福祉課」において相互連携を図りながら、

子育て家庭に対して子育て支援事業等の情報

提供及び必要に応じ相談・助言を行うととも

に、関係機関との連絡調整等を実施します。

　利用者が保育サービス等を安心して利用す

ることができるよう、ご意見・ご要望に適切

に対応する体制を整えます。

町立保育所 ・地域子育て支援

　地域住民の多くが子育てへの関心・理解を

深めることを目的に、地域全体で子育て家庭

を支えることができるよう、情報誌等で子育

てに関する意識啓発等を進めます。

　また、「町子ども・子育て支援事業計画」

の施策が総合的かつ計画的に推進・実施され

ているかその実施状況を調査・審議するため、

「町子ども・子育て審議会」を運営します。

　家庭の教育力の向上を目的に、親と子の基

本的な人間形成やしつけ等、基本的な生活習

慣を身につけさせる学習機会の提供を行いま

す。

家庭教育事業

　就学前の児童に対し、保育所、小学校との

円滑な接続に向けた子ども同士の交流活動や

職員の情報交換を行い、教育内容や教育環境

の充実を図るとともに、子どもの発達や学び

の連続性を踏まえた教育を推進します。

保育所 ・小学校連携推進事業

センター苦情解決処理事業

　
本
計
画
は
、
家
庭
・
地
域
・

事
業
者
・
行
政
な
ど
の
そ
れ
ぞ

れ
が
子
育
て
や
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
対
す
る
責
任
や
役
割
を

認
識
し
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
様
々
な
施
策
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
も
町
の
広

報
誌
や
子
育
て
情
報
誌
等
を
活

用
し
て
、
積
極
的
に
計
画
の
周

知
等
を
行
う
ほ
か
、
子
育
て
施

策
や
母
子
保
健
活
動
、
相
談
事

業
等
を
通
じ
て
、
子
育
て
家
庭

等
の
意
向
の
把
握
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
の
進
捗
状
況
等

を
定
期
的
に
点
検
・
評
価
す
る

た
め
、「
町
子
ど
も
・
子
育
て

審
議
会
」
に
報
告
し
、
意
見
の

聴
き
と
り
と
計
画
へ
の
反
映
を

行
い
、今
後
の
教
育
・
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

 ー平成 27 年度からの新規事業などー

　びくに保育所で、従来午前８時～午後５時

だった開所時間を保護者の就労状況等に応じ

て、この４月より午前７時 45 分～午後５時

45 分まで開所時間の拡充を行います。

　また、保育所に入所していないお子さん

が、保護者の短期就労や病気・冠婚葬祭等緊

急な用事等により一時的に家庭で保育が困難

になった場合にびくに保育所で一時的に保育

を行う一時預かり事業を実施し、保育機能の

より一層の充実を図ります。

※一時預かり保育の利用に係る保育料は町民税の課

　税状況により１回 1,000 円～ 2,100 円です。
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３
月
24
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
現
役
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
畠は

た
け
や
ま山

智さ
と
し之

氏
を
講
師
に
迎
え
た
「
防

災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
防
災
関
係
機
関
と
町
民
向
け

の
２
部
に
分
け
て
行
わ
れ
た
講
演
は
、「
東

日
本
大
震
災
を
機
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
緊
急
報
道

は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」
を
演
題
に
行
わ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
「
緊
急
時
も
パ
ニ
ッ
ク

を
起
こ
さ
せ
な
い
放
送
」
が
、
東
日
本
大

震
災
発
生
時
に
は
逆
に
作
用
し
、
大
津
波

が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
に
危
機
感
が
伝
わ

た
こ
と
を
話
題
と
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
震
災
以
降
に
作
成
さ
れ
た
新

た
な
訓
練
放
送
が
上
映
さ
れ
、「
東
日
本

大
震
災
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
！
」
と

い
っ
た
危
険
が
迫
っ
て
い
る
表
現
が
盛
り

込
ま
れ
、
緊
急
避
難
の
必
要
性
と
切
迫
感

を
訴
え
る
新
た
な
緊
急
放
送
の
変
化
に
、

来
場
者
は
思
わ
ず
息
を
の
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
氏
は
、
東
北
の
被
災
地
取
材

の
経
験
か
ら
、
大
災
害
時
に
は
行
政
の
み

新
た
な
緊
急
放
送
の
あ
り
方
は
？

に
頼
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
話
し
、

「
常
に
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
と
い

う
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」
と
自
助

の
重
要
性
を
参
加
者
へ
訴
え
ま
し
た
。

　

震
災
の
他
に
も
同
氏
が
報
道
に
携
わ
っ

た
事
件
な
ど
、
1
時
間
30
分
の
講
演
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
当
日
は
復
旧
へ
の
記
録
を
記
し

た
パ
ネ
ル
や
津
波
の
被
害
を
受
け
た
補
助

標
識
や
掛
時
計
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
防
災
用
品
の
展
示

が
行
わ
れ
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
災
害
へ

の
備
え
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
畠
山
氏
に
よ
る
「
防
災
講
演
会
」
開
催
！

畠山 智之 氏

▲津波により湾曲した補助標識

▲復旧への記録を記したパネルの展示

ら
ず
、 

多
く
の
命
を
救
え

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
反
省
か
ら
、
緊
急

放
送
の
あ
り
方
を
再
考
し

▲防災用品の展示
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入
学

美国小学校 12 人

美国中学校 12 人

入
学

お
め
で
と
う

ｰ

美
国
中
学
校
・
各
小
学
校
で
入
学
式-

　

４
月
６
日
に
、
美
国
中
学
校
と
美
国
・
日
司
・
余
別

小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
大
き
な
期
待
を
抱
い
た

計
26
名
の
児
童
・
生
徒
が
、
上
級
生
や
先
生
に
温
か
く

迎
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
新
し
い

学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

農林水産課 主事　須
す が い

貝 洋
ようすけ

介

住民福祉課 主事補　谷
たにもと

本 裕
ゆ う き

紀

（札幌市出身 27 歳）

（八雲町出身 22 歳）

役場の新しい顔
　新規採用職員４名を紹介します！

農林水産課で働かせていただいており

ます須貝です。以前は北見市で警察官

として勤務していました。体力と根性

で、課をはじめ役場や町の素晴らしい

先輩方に鍛えてもらい早く役立てるよ

うに頑張ります。

住民福祉課に配属になりました、谷本

です。毎日、与えられた仕事にしっか

りと励み、早く皆様のお役に立てるよ

うに頑張りたいと思いますのでよろし

くお願いします。

びくに保育所に配属

になりました﨑山で

す。子どもたちと楽

しくあそび、生活し、

明日への期待が持て

る保育を心がけたい

と思います。どうぞ

よろしくお願いしま

す。

びくに保育所に配属

になりました菊谷で

す。自然豊かな積丹

町でのびのびと育つ

子どもたちととも

に、私自身も様々な

ことを学んでいきた

いと思います。よろ

しくお願いいたしま

す。

保育士　菊
き く や

谷 奈
な つ み

津美
（美国町出身 29 歳）

びくに保育所

保育士　﨑
さきやま

山　浩
ひ ろ よ

世
（奈良県出身 33 歳）

びくに保育所

日司小学校 1人余別小学校 1人

※
野
塚
小
学
校
は
新
入
生
の
入
学
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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